
■令和５年度 事業計画                

 
 

１ 十勝特別支援教育研究大会（管内研） 

①  期 日 令和５年 9 月１５日(金) 

②  場 所 札内コミュニティプラザ（幕別町） 

③  内 容 講演「愛着障害の理解とかかわり方（仮）」米澤好史氏 和歌山大学教授 

 

２ 方面研修会 期日未定 

研修部員が各方面事務局員と協力し、方面毎の研修を企画･運営する。 

 

３ 保護者と教職員の集い 

① 期 日 令和５年１１月２３日（木･祝） 

② 場 所 音更町総合福祉センター 

③ 内 容 トークライブ「すてきなおかあさんたちとのおはなし」 

 

４ サポーテト冬講座 

①  期 日 令和６年１月１０日（水） 

②  内 容 ZOOM によるオンライン講座「特別支援教育における ICT 活用（仮）」 

郡司竜平氏 名寄市立大学准教授 

 

５ 「活動交流レポート」による交流 期日未定 

コロナ禍からの正常化に向けて、新しいスタイルの事業として試行したものを段階的

に本格実施していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

コロナショック 
緊急事態宣⾔、臨時休校、経
済システム停滞、医療制度逼
迫、市⺠⽣活制限･制約、地球
的規模の未曾有の混乱 

総会の中止･書面表決 

各事業の中止 

〃  一部延期 

研修･交流機会の停滞 

 

ウィズコロナ 
ワ ク チ ン 接 種 開 始 で 収 束
へ？GoTo 再開や五輪開催で
感染爆発？変異種が猛威？
緊宣？臨休？更なる混乱？ 

アフターコロナ 
沈静化↔再流⾏のシーソー
の末に⼭を乗り越え、次第に
混乱が収束へ向かう（向かっ
てほしい） 

ポストコロナ 
混乱の収束後も再流⾏に備
え感染症対策を⾏いながら、
新しい社会･価値観を模索し
再構築していく時代へ 
 

① 感染防止対策の徹底 

② 規模縮小･回数削減による事

業の実施（前年度に途中まで

カタチにしながら断念した事

業の実施を目指すことから） 

③ 正常化へ向けての新しいスタ

イルの事業の検討を始め、準

備を進めていく年 

① 感染防止対策の徹底 

② 規模縮小･回数削減によ

る事業の実施 (R3＜R4) 

③ 正常化へ向けての新しい

スタイルの事業の検討･

準備を経て、段階的に試

行していく年 

 

① 感染防止対策と研修･交

流機会の両立 

② 事業の正常化･新しいス

タイルでの実施 

③ 持続可能な会の運営 

研修部 

・管内研(オンライン講演会

のみ、分科会無し) 

交流部 

・保護者と教職員の集い 

(対面開催、託児･ボラン

ティア無し) 
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研修Ⅰ部 

×管内研 ×各方面研修会 

×サポーテト講座 

研修Ⅱ部 

×保護者と教職員の集い 

交流部 

×十勝合同レク 〇根っ子 

研修部 

管内研 冬休みの研修 

新しい方面研修会の試行 

交流部 

保護者と教職員の集い 

新しい交流事業の試行 

部
の
再
編 

研修部 

管内研 サポーテト冬講座 

方面研修会（各方面毎 1〜2回） 

 交流部 

保護者と教職員の集い 

「交流活動レポート」による交流 

 

×は中止または次年度へ延期とした事業 

【北海道情緒障害教育研究大会】 

※R2 札幌大会は R3にオンライン実施 

R4オホーツク北見大会 R5札幌大会 

R5（未定） R7 十勝開催を検討･準備 


